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「思いやり」の発達科学

はじめに
　就学前児や就学児における向社会行動の知見
は，古くから発達心理学のトピックとして蓄積
されてきた。しかし，近年，より幼い乳幼児を
対象に，向社会性に取り組んだ研究が多くみら
れるようになっている。そして，これらの研究
によって，発達初期におけるヒトの向社会的な
特性が明らかにされつつある。
　本稿では，最近の15年の間に蓄積した乳幼
児期の向社会性に関する実証的研究を紹介す
る。以下ではまず，向社会的な行動の判断基準
ともいえる行為の良し悪しの判断，つまり道徳
性の理解を調べた乳児研究を紹介する。

道徳性の理解
　道徳性の理解に関しては，ハムリンらの一
連の研究が挙げられる。彼女らは，6 ヶ月児
と10 ヶ月児に他者の行為の良し悪しを判断
する能力があることを示した（Hamlin et al., 
2007）。彼女らは，幾何学図形を用いて，坂を
登ろうとしている図形を助ける図形と妨害す
る図形のどちらを好んで選択するかを調べ，両
月齢の乳児とも他者を妨害する図形を避け，他
者を助ける図形を好んで選択することを見出し
た。さらに彼女らは，より幼い3 ヶ月児におい
ても選好注視を用いて実験を行い，妨害する図
形を注視しない，つまり上述の研究の結果と同
様に妨害する図形を避けるという傾向を確認し
ている（Hamlin et al., 2010）。
　このような他者への評価は，より複雑な状

況においても機能することが示されている
（Hamlin et al., 2011）。例えば，8 ヶ月児が，向
社会的な人形に対してポジティブにふるまった
人形をより好み，また反社会的な人形に対して
はネガティブにふるまった人形をより好むとい
うことが示されている。ここで興味深い点は，
乳児は単純に他者にポジティブにふるまった人
形を良く評価するわけではなく，被援助者の良
し悪しといった特性に基づいて，人形の行為を
評価できることにある。
　これら一連の研究によって，乳児は前言語期
から洗練された道徳性の判断基準を働かせるこ
とがわかる。では，こういった第三者の立場か
らの状況観察による他者の行為評価を超えて，
乳児自身による向社会行動では，どのような行
動がみられるのであろうか？　以下では，比較
的知見が蓄積されている援助行動や共感・同情
行動，正義感に関する研究を紹介する。

援助行動
　18 ヶ月の幼児が，さまざまな援助場面（他
者が落としたものを拾う，他者が本を積み上げ
るのを助けるなど）において，他者の達成で
きない目標を認識し，自らの行動でその他者
を助けることが広く知られている（Warneken 
& Tomasello, 2006）。さらに，より幼い14 ヶ
月児でも，行動レパートリーは少ないが，他者
を助ける行動を起こすことが明らかになってい
る（Warneken & Tomasello, 2007）。これらの
研究は，幼児による援助行動に関する研究の起
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は，幾何学図形によって攻撃者と犠牲者の相互
作用を演出したアニメーションを10 ヶ月児に
提示した。その結果，乳児は攻撃者よりも犠牲
者側の物体に対して把持行為をより多く行い，
犠牲者に対する選択的な接近行動や関心がみら
れた。このような選好は，幾何学図形の相互作
用に接触がない場合はみられないこと，また各
図形と中立図形との比較から，単に乳児が攻撃
者を怖がったことによるものではなく，犠牲者
である幾何学図形に対して選択的に反応してい
ることも確かめられている。これらの行動を，

「前関心」という弱者への非明示的で自動的な
反応（de Waal, 2008）と解釈すると，弱者へ
の選好は原初的な同情行動と位置付けることが
できる。

正義感
　正義という概念はさまざまに定義されるが，
本稿では前節で扱った共感・同情行動に関連し
た，他者によって困った状況にあるものを助け
るような行為に焦点を当てて，関連する研究を
紹介する。
　3歳になると，人形同士の道徳違反の状況

（ある人形がほかの人形の作った絵を破る）を
目撃すると，人形の悪い行為を子ども自身が

爆剤となり，その後多くの研究が後に続いた。
例えば，高次な認知能力を伴う援助行動を調
べた研究がある。21 ヶ月児になると，他者の
行為の意図（その行為を行おうとしていたかど
うか）を考慮し，行為の意図を持った他者を選
択的に援助すること（Dunfield & Kuhlmeier, 
2010），3歳児になると，他者に意地悪をした
大人に対しては，他者を助けた大人や中立の大
人ほど助けないこと（Vaish et al., 2010）など
が報告されている。

共感・同情行動
　発達初期における他者への共感・同情行動を
検証した研究もある。数十年にわたり，多くの
発達研究によって，生後2年目の幼いころから
子どもは困難にある他者に対して，共感・同
情的な心配を示すことが明らかにされてきた

（Zahn–Waxler et al., 1992）。例えば，これらの
研究では，乳幼児は見知らぬ他者が痛がってい
る状況を目にすると，近づいて声をかけたり，
心配そうな表情をしたりすることが実証されて
いる。
　最近の研究では，前言語期にもこのような
他者への同情的態度の萌芽がみられることが
示唆されている（Kanakogi et al., 2013）。筆者

図 1　実験映像の概要 画面中央で観察する四角の幾何学図形（緑色とオレンジ色）が，水色と黄色の幾何
学図形間の攻撃相互作用を妨害する・しない 2 種類の映像。（A）攻撃相互作用条件（実験 1）。（B）物理的（無
生物の）相互作用条件（実験 2）。（C）中立（攻撃的ではない）相互作用条件（実験 3）
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直接止めようとしたり，周りにいる大人に訴
えかけることによって止めようとしたりする

（Vaish et al., 2011）。また同時期には，人形の
悪い行動（人形が別の人形からモノを奪う）を
目撃した後，その人形からモノを取り上げると
いった罰行動もみられるようになる（Riedl et 
al., 2015）。さらに興味深いことに，この研究で
は，悪いことをした人形を罰する（報復的正
義）機会と悪いことをされた人形を助ける（回
復的正義）機会が同等に与えられると，幼児は
後者をより多く選択することが明らかにされて
いる。
　そして近年では，より幼い前言語期の乳児を
対象にして，正義の行動を肯定するかどうかも
検証されいる。筆者は，6 ヶ月児が攻撃されて
いる弱者を助ける行為を行う第三者，つまり正
義の味方を選好することを一連の研究から明
らかにした（Kanakogi et al., 2017）。具体的に
は，2つの色の異なる四角い図形が，一方の球
体が他方の球体を攻撃するといった攻撃相互作
用を目撃した後に，その攻撃を邪魔する映像と
邪魔しない映像を乳児に提示する（図1A）。そ

の後，各四角図形への選好を把持行為によって
計測すると，乳児は攻撃相互作用を止める図形
をより多く選択した。そして，続くほかの4つ
の実験においては，この選好が正義感に由来す
るものなのかについて厳密に検証が行われてい
る。
　例えば，実験2では，攻撃相互作用を行って
いる球体の生物性を取り除き，物理的な物体の
衝突を止める図形と止めない図形の映像を提示
した（図1B）。その結果，衝突を止める図形へ
の選好はみられなかった。これは，攻撃相互作
用を止める図形への選好が，単に物理的な衝突
を止めたことによって引き起こされた可能性を
排除する。さらに，続く実験においては，攻撃
相互作用を攻撃的でない中立的な相互作用に変
更し（図1C），図形への選好を計測した。再び，
相互作用を止める図形への選好はみられなかっ
た。これは，攻撃相互作用を止める図形への選
好が，単に相互作用をしている図形へ接近する
ことにより，社会性のある図形として認識され
たことに由来する可能性を排除する。
　続く実験4・5（図2）では，攻撃相互作用を
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図 2　実験映像の概要 （A）慣化試行：画面中央で観察する四角の幾何学図形（緑色）が，水色と黄色の幾
何学図形間の攻撃相互作用を妨害する。実験 4（B）期待イベント：四角の幾何学図形が攻撃者（水色）を攻
撃する映像，（C）期待違反イベント：四角の幾何学図形が犠牲者（黄色）を攻撃する映像。実験 5（D）期待
イベント：四角の幾何学図形が犠牲者（黄色）を助ける映像，（E）期待違反イベント：四角の幾何学図形が
攻撃者（水色）を助ける映像
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止める図形への選好が，「弱きを助け，強きを
くじく」という認知に支えられているかどうか
が検証されている。実験4では，まず慣化試行
として，最初の実験で用いた攻撃相互作用を止
める映像だけを提示した（図2A）。その後のテ
スト試行では，相互作用を止めた図形が攻撃者
を攻撃する映像（期待イベント）（図2B）と犠
牲者を攻撃する映像（期待違反イベント）（図
2C）を提示し，それらの映像に対する注視時
間を計測した。また，実験5では，テスト試行
において，相互作用を止める図形が犠牲者を助
ける（白枠内に入れない図形を中に導く）映像

（期待イベント）（図2D）と攻撃者を助ける映
像（期待違反イベント）（図2E）を提示し，そ
れらの映像に対する注視時間を計測した。その
結果，両実験において，乳児は期待違反イベン
トをより長く注視した。これらの結果は，攻撃
相互作用を止める図形への選好が，犠牲者へは
ポジティブな行為を行い，攻撃者にはネガティ
ブな行為を行ったという認知によって成立して
いることを意味する。つまり，乳児は攻撃相互
作用を止める図形の行為を，正義の味方の行為
として認識していることが示された。

まとめ
　本稿では，近年隆盛にある乳幼児期の向社会
性に関する知見を紹介してきた。しかしなが
ら，その特性が生得的なものであるのか，それ
とも学習によるものなのかについては多くの議
論がある。実際，道徳性や向社会性を生得的な
能力や特性であると考える立場（Warneken & 
Tomasello, 2009）や，学習によって獲得され
るとする立場（Tasimi, 2020）がある。今後，
乳児期の向社会性に関する研究が蓄積し，その
生起メカニズムや発達プロセスの詳細が解明さ
れれば，当該分野だけでなく，さまざまな学問
領域において多くの示唆を与えることになる。
なぜなら，こうした問題は，古くから哲学者に
よって議論されてきたように，ヒトの性質に基
づいた教育や社会の在り方を考える上で非常に
重要な問いだからである。この研究領域での今
後のさらなる進展が期待される。
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